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常υ竜原現地現場』から
逸彙の実現と図る⑤

さいとう健夫プロフイール
湘南学園幼稚園、湘南学園小学校、深沢中学、県立鎌倉高校、

慶應義塾大学 (経済、法学部卒)、 NHKデ ィレクターを経て、
平成 15年 (2003年)神奈川県議会議員選挙初当選
平成 19年 (2007年)神奈川県議会議員選挙2期目当選
平成23年 (2011年)神奈川県議会議員選挙3期目当選
平成27年 (2045年)神奈川県議会議員選挙4期目当選
2018年 5月～ 神奈川県議会副議長 (第 112代 )を務めています。

主な役職 。所属団体

県議会副議長(第 142代)・ 建設企業常任委員会・県議会スポーツ議連副会長
県議会ユニバーサルスポーツ議連副会長、県議会がん撲冽議連役員

湘南学園同窓会顧間、県立鎌倉高校潮会、藤沢三田会
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さいとう健夫君への応援をお願いします !

初当選から4期 16年、さいとう君は医
療・福祉の諸課題を中心に、教育、環境、

産業・労働政策、行財政改革など、山積
してtヽる県政課題に取組んできました。

「現地現場主義」で県民の声を県政に

届け続けてtヽる「さいとう健夫」君を、私

はこれからも全力で応援していきたいと

思います。

皆様どうぞ宜しくお願い致します。

女l憂/小山 明子

随絡先】さぃとぅ健夫選挙事務所
■〒251-0055藤沢市南藤沢8-1日 の出ビルA205
TEL.0466-47-9815 FAX.0466-47-9813



県民のための政策推進 ―

①未病改善・地域医療を守るゴ
,医療・介護の連携体制を拡充
。在宅医療、歯科医療の推進

・中高年向け筋トレで未病改善
。県立病院の機能整備を加速

②障がい。高齢者の政策推進ゴ
・障がい児・者の地域生活を支援

・医療的ケア児への支援を拡充

・引きこもり当事者 。家族への支援
・要介護高齢者の暮らしを支援

KANAGAWA改 革プラン廟1速打
境 陰       じV電趣

③子ども・子育てⅢ共生教育ゴ
・待機児童対策の一層の推進
。幼児教育・保育の負担軽減
・共生教育の推進に全力
・生活困窮者支援を拡充

⑥働き方改革・産業政策 r
・働き方の抜本改革

・女性の職場環境を改革
。中小零細企業への金融、技術支援

・農林水産業の活性化に全力

①2020東京オリンピツク関連ゴ
。オリンピック・パラリンピック大会全体の機運醸成に全力
。江の島でのセーリング競技大会成功に向けインフラ整備に全力

・オリンピック後の街づくりに全力
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③安全・安心なまちづくり′
。治安対策をよリー層拡充

・災害に強いインフラの整備

・ジェット機騒音対策など、

重い基地負担の軽減

力所」
の現場を訪間させていた きました。

第112代県議会副議長として活動申 共生社会の実現に向けた取組み
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被災地へのヒアリング調査

医療・福祉現場を訪問
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安全・安心街づくりの推進

EV車、FCV車、自動運転車の研究、普及

新しし1技術を活かした取り組みへの支援 学校現場を訪問 県内の米軍基地を訪問 東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた準備


